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組
合
長
あ
い
さ
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・
負
担
金 

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
く

新
設
負
担
金
の
支
払
い
。 

水
道
及
び
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
協
議
に
よ
り
必
要

な
新
設
負
担
金
の
支
払
い
。 

 

・
調
査
設
計
関
係 

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
に
向
け
て
の
検

討
、
電
線
共
同
溝
・
歩
道
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
詳

細
設
計
を
実
施
。 

 

工
事
関
係
の
設
計
と
し
て
、
都
市
計
画
道
路
、
水

路
等
の
詳
細
設
計
及
び
川
原
地
区
の
区
画
道
路
詳
細

設
計
を
実
施
。 

 

補
償
関
係
の
調
査
と
し
て
、
次
年
度
以
降
移
転

予
定
物
件
の
調
査
及
び
再
積
算
を
実
施
。 

 

測
量
と
し
て
、
未
実
施
箇
所
の
現
況
測
量
及
び
事

業
計
画
変
更
部
分
に
係
る
街
区
確
定
測
量
並
び
に
先

行
移
転
先
の
画
地
確
定
測
量
を
実
施
。 

 

換
地
設
計
と
し
て
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区

及
び
斎
場
予
定
地
周
辺
の
仮
換
地
指
定
の
実
施
（
左

記
仮
換
地
指
定
予
定
区
域
図
参
照
）
。 

 

環
境
影
響
評
価
関
係
と
し
て
、
希
少
植
物
コ
ギ
シ

ギ
シ
等
の
３
年
目
の
生
育
調
査
を
実
施
。  

 

 

第
６
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

３
月
13
日
（
土
）
の
午
前
10
時
か
ら
、
組
合
事
務

所
に
て
、
第
６
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

総
代
会
に
て
審
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

・
工
事
関
係
（
左
記
工
事
計
画
図
参
照
） 

 

大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
、
斎
場
予
定
地
を
中

心
に
造
成
工
事
を
実
施
。 

 

川
原
地
区
及
び
斎
場
予
定
地
周
辺
の
雨
水
排
水
処

理
の
た
め
の
水
路
の
築
造
を
実
施
。 

 

第
１
号
調
整
池
及
び
第
２
号
調
整
池
の
築
造
、
造

成
に
併
せ
て
仮
設
調
整
池
の
築
造
を
実
施
。 

 

そ
の
他
、
舗
装
の
撤
去
、
地
区
内
の
除
草
等
を
実

施
。 

平成22年度工事計画図 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総代会 出席者の様子 

 

新
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
茶
屋
新
田
地
区
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

３
月
13
日
に
開
催
し
た
第
６
回
総
代
会
に
て
、
平

成
22
年
度
予
算
関
連
及
び
保
留
地
処
分
規
程
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。 

  

本
年
度
は
、
こ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
っ
て
、

非
常
に
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。
大
規
模
商
業
施
設

誘
致
街
区
及
び
斎
場
予
定
地
周
辺
に
つ
い
て
、
仮
換
地

指
定
を
し
、
斎
場
予
定
地
に
つ
い
て
は
保
留
地
と
し
て

名
古
屋
市
に
売
却
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
大
規
模
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
秋
頃
の
開
業
を
目
指
し
て
、
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。 

  

３
月
６
日
に
、
本
年
度
工
事
を
行
う
大
規
模
商
業
施

設
誘
致
街
区
及
び
斎
場
予
定
地
を
中
心
に
役
員
、
事
務

局
及
び
工
事
業
者
で
清
掃
を
し
た
と
こ
ろ
、
半
日
の
作

業
で
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
６
ト
ン
以
上
に
も
な
り
ま
し

た
。
工
事
途
中
の
場
所
で
は
残
念
な
こ
と
に
不
法
投
棄

が
多
い
よ
う
で
す
。
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
周
囲
を

フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
、
警
告
看
板
を
す
る
な
ど
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

★
第
１
号
議
案 

 

平
成
22
年
度
の
主
な
事
業
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て 

 

（
主
な
事
業
） 

・
保
留
地
処
分
関
係 

 

斎
場
（
交
流
支
援
施
設
を
含
む
。
）
予
定
地
を
保
留

地
と
し
て
、
名
古
屋
市
に
売
却
。 

 
 

・
会
議
関
係 

 

平
成
21
年
度
決
算
認
定
及
び
平
成
23
年
度
予
算
編

成
の
際
に
行
う
総
代
会
の
ほ
か
、
臨
時
総
代
会
を
２
回

予
定
し
、
地
区
計
画
案
に
つ
い
て
、
仮
換
地
指
定
に
つ

い
て
、
建
物
移
転
に
つ
い
て
等
の
説
明
会
を
予
定
。 

・
補
償
関
係 

 

引
き
続
き
、
大
規
模
商
業
施
設
誘
致
街
区
、
西
茶

屋
線
・
南
秋
葉
線
・
戸
田
荒
子
線
沿
い
等
で
支
障
と

な
る
物
件
を
中
心
に
建
物
等
移
転
を
実
施
。 

 

田
の
作
止
め
補
償
（
３
期
目
）
、
工
事
実
施
地
区

に
つ
い
て
畑
の
作
止
め
補
償
を
実
施
。 

 

既
設
道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管
、
ガ
ス
管

及
び
工
事
に
支
障
と
な
る
電
柱
の
撤
去
、
移
設
を
実

施
。 

 

平成22年度仮換地指定予定区域図 

工
事
地
区
周
辺
に
つ
き
ま

し
て
は
、
通
行
止
め
等
の
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
安
全
上
の
配
慮
で
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

３月６日地区内清掃の様子 



 

本
組
合
で
は
地
区
計
画
の
検
討
を
し
て
お
り
ま

す
。
「
地
区
計
画
」
と
は
、
一
定
の
区
域
を
単
位
と

し
て
建
築
物
の
用
途
、
高
さ
、
色
彩
な
ど
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
作
り
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
図

る
も
の
で
す
。 

 

（
問
い
合
わ
せ
先
） 

 

名
古
屋
市
茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
合 

 
 
 
 

電
話 

（
０
５
２
）
６
１
８
‐
７
７
３
２ 

 

事
務
局 

 

 

（
財
）
名
古
屋
都
市
整
備
公
社 

事
業
第
二
課 

 
 
 
 

電
話 

（
０
５
２
）
２
１
１
‐
６
０
７
２ 

地
区
計
画
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 
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（
収
支
予
算
） 

 

右
記
の
と
お
り
。 

 

★
第
２
号
議
案 

 

 

借
入
金
の
借
入
れ
及
び
そ
の
方
法
並
び
に
借
入
金
の

利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て 

  

平
成
22
年
度
借
入
限
度
は
予
算
計
上
額
、
借
入
条

件
は
利
率
年
２
％
以
内
と
し
て
保
留
地
処
分
金
等
で
償

還
す
る
こ
と
と
し
、
借
入
先
と
し
て
、
愛
知
銀
行
、
中

京
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
な

ご
や
農
業
協
同
組
合
を
指
定
す
る
も
の
。 

 

★
第
３
号
議
案 

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て 

 
 

 

右
記
の
と
お
り
定
め
る
も
の
。 

 
 

 

★
第
４
号
議
案 

保
留
地
処
分
規
程
の
制
定
に
つ
い
て 

  

保
留
地
の
処
分
価
額
、
処
分
方
法
、
処
分
手
続
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
。 

○ 

土
地
改
良
区
立
替
の
宮
田
用
水
決
済
金
の
支
払

い
に
つ
い
て
納
得
で
き
な
い
。
権
利
者
は
立
て
替

え
と
い
う
認
識
が
な
い
。 

→ 

平
成
11
年
度
に
関
係
者
で
会
議
を
行
い
、
宮
田

用
水
決
済
金
は
土
地
改
良
区
が
立
て
替
え
、
各
権

利
者
に
は
地
代
を
支
払
う
と
い
う
決
議
が
な
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
立
替
分
に
つ
い

て
、
土
地
改
良
区
よ
り
組
合
分
の
立
替
金
処
理
と

併
せ
て
処
理
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
た
め

に
昨
年
末
に
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

る
。 

 

○ 

総
代
の
報
酬
は
高
す
ぎ
な
い
か
。 

→ 

組
合
の
意
思
決
定
と
い
う
重
要
な
判
断
を
総
代

の
方
に
委
ね
て
い
る
の
で
現
在
の
額
で
適
切
と
考

え
て
い
る
が
、
今
後
検
討
す
る
。 

 

○ 

自
然
環
境
公
園
の
土
地
は
名
古
屋
市
に
買
っ
て

も
ら
う
べ
き
で
な
い
か
。 

→ 

相
手
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
交
渉
は
し
た
い

と
思
う
。 

 

○ 

下
之
一
色
の
区
画
整
理
で
は
液
状
化
対
策
を
名

古
屋
市
の
予
算
で
や
り
始
め
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
本
地
区
も
名
古
屋
市
に
対
応
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。 

→ 

下
之
一
色
の
液
状
化
対
策
は
堤
防
の
内
側
で
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
本
地

区
と
は
事
情
が
違
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

本
地
区
は
、
住
み
や
す
く
、
保
留
地
の
販
売
も
う

ま
く
い
く
よ
う
に
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 収入の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

補助金 691,000  

助成金 834,500 水路助成、調整池助成、下水道助成 

保留地処分金 5,961,000 斎場予定地 

雑収入 71,825 宮田用水決済金立替金返済分含む 

借入金 1,984,087 金融機関借入 

前年度繰越金 380,000  

合計 9,922,412   

   

 支出の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

会議費 873  総代会費 400、説明会費 150 等 

事務所費 87,940 
報酬 19,680、使用料 2,802、需用費 4,189、 

保留地処分諸費 1,000、組合事務委託費 55,230 等 

工事費 2,448,181 
水路築造費 860,580、調整池築造費 780,570、     

整地費 523,910、宮田用水決済金 20,141 等 

補償費 2,013,120 
建物等移転費 1,830,300、作止め補償費 17,820、 

電柱移設費 48,500、パイプライン移設費 54,500 等 

負担金 120,000 
上水道新設 10,000、下水道新設 100,000、 

ガス新設 10,000 

調査設計費 419,262 

事業調査設計費 66,114、工事設計監理費 243,260、  

補償調査設計費 28,930、測量費 39,958、                

換地設計費 40,000、環境影響調査費 1,000 

借入金償還金 1,789,661  

借入金利子 40,085   

雑支出 3,290   

予備費 3,000,000 大部分は翌年度に繰越 

合計 9,922,412   

債務負担行為   単位：千円 

事項 期間 限度額 備考 

整地費（新規） 平成23年度 200,000 ２ヵ年工事も想定されるため。  

 下水道新設負担金

（変更）  
 平成23年度～27年度 協定を締結したため。 2,165,483 

  

 

 

平成２２年度収支予算 

総代会 質疑応答の様子 

★
主
な
質
疑
応
答 

  

総
代
会
に
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
な
さ
れ
、
組

合
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

○ 

地
区
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
所
々
に
反
対
の
看

板
等
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
土
地
も
含
め
て
整

地
工
事
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。  

→ 

仮
換
地
指
定
を
す
る
と
そ
の
土
地
の
使
用
収
益

は
停
止
さ
れ
、
組
合
の
管
理
と
な
る
の
で
そ
の
後

工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
組
合
運
営

上
、
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。 

 

○ 

斎
場
予
定
地
の
保
留
地
単
価
は
。
こ
の
額
で
売

れ
る
の
か
。 

→ 

土
地
の
鑑
定
評
価
で
は
㎡
あ
た
り
約
10
万
円
で

あ
り
、
事
業
計
画
で
は
余
裕
を
み
て
約
９
万
５
千

円
で
想
定
し
て
い
る
。
今
回
の
予
算
額
は
事
業
計

画
上
の
数
字
を
上
げ
て
い
る
が
、
組
合
と
し
て
は

こ
の
金
額
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
名
古
屋
市

と
交
渉
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

○ 

保
留
地
は
一
番
高
く
値
を
つ
け
た
方
に
買
っ
て

も
ら
う
の
が
い
い
よ
う
に
思
う
が
、
公
開
抽
せ
ん

が
原
則
な
の
か
。 

→ 

他
組
合
で
も
住
宅
利
用
す
る
保
留
地
に
関
し
て

は
処
分
価
額
を
決
め
て
公
開
抽
せ
ん
す
る
こ
と
が

多
い
。
随
意
契
約
の
場
合
に
、
組
合
に
有
利
な
金

額
提
示
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
処
分
予
定
価
額

よ
り
高
い
額
で
契
約
す
る
場
合
も
あ
る
。 

 事
業
計
画
変
更
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
４
回
総
代
会
に
て
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事

業
計
画
変
更
（
組
合
だ
よ
り
第
９
号
に
て
お
知
ら
せ

し
た
も
の
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
３
月
２

日
付
け
で
名
古
屋
市
よ
り
認
可
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
組
合
だ
よ
り
に
同
封
し
ま
し
た
「
事
業
計

画
の
概
要
」
は
事
業
計
画
変
更
後
の
も
の
で
す
。
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
れ
ま
で
２
回
の
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
も
っ
と
小
規
模
な

人
数
で
模
型
な
ど
を
使
用

し
な
が
ら
、
具
体
的
に
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地区計画説明会の様子 


